
Fuku r o i  C i t y  Co un c i l  N ew s l e t t e r

「フッピートーク2022～議員とまちづくりを語ろう～」の様子

ふくろい

令和４年10月30日に、市民を対象とした議会報告会「フッピートーク2022」を開催
しました。
今回は、「市内コミュニティセンターとまちづくり協議会の活動に関して」「市内子育
て環境の充実について」「市内産業の活性化に関して」の３つのテーマについて、
３グループに分かれ、市民と議員による意見交換を行いました。
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市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
21
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
21
議
案
と
５
件
の
報
告
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
袋
井
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
と
袋
井
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
代
表
質
問
で
は
、
３
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
を
行
い
、
一
般
質

問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

台
風
15
号
関
連
災
害
復
旧
費
な
ど
の

補
正
予
算
を
可
決

11月
定例会◎

議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
６
号
か
ら
第
８
号
ま
で
あ
り
、

主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
7
億
８
８
０
０
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
、
３
９
６
億
６
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
６
号
〉

●
中
小
企
業
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金

…
…
…
…
…
１
億
６
０
０
万
円

●
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金

…
…
…
…
…
…
３
５
０
０
万
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
（
台
風
15
号
関
連
）

…
…
…
…
…
２
億
９
０
０
万
円

●
農
林
施
設
災
害
復
旧
費
（
台
風
15
号
関
連
）

…
…
…
…
１
億
２
６
０
０
万
円

●
文
教
施
設
災
害
復
旧
費
（
台
風
15
号
関
連
）

…
…
…
…
…
…
２
１
０
０
万
円

〈
第
７
号
〉（
主
な
も
の
）

●
電
気
料
金
高
騰
に
伴
う
公
共
施
設
の
光
熱
水
費
等

　
の
追
加
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
９
２
６
３
万
円

●
地
域
公
共
交
通
車
両
維
持
支
援
事
業

…
…
…
…
…
…
…
２
１
０
万
円

ま
た
、
債※
１

務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】

●
袋
井
市
休
日
急
患
診
療
室
医
療
事
務
委
託

　
《
期　
間
》
令
和
４
年
度
～
令
和
７
年
度

　
《
限
度
額
》
１
７
７
０
万
円

●
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
業
務
委
託

　
（
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
事
業
）

　
《
期　
間
》
令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

　
《
限
度
額
》
４
０
０
０
万
円

●
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
業
務
委
託

　
（
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
事
業
）

　
《
期　
間
》
令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

　
《
限
度
額
》
８
３
０
万
円

〈
第
８
号
〉

●
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
給
付
事
業

…
…
…
…
…
…
９
５
０
０
万
円

　

妊
娠
届
出
時
及
び
出
生
届
出
時
な
ど
の
面
談
実

施
者
に
対
し
、
出
産
及
び
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
と

し
て
、
妊
娠
届
出
時
に
５
万
円
、
出
生
届
出
時
に

５
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
1 

債
務
負
担
行
為
と
は

台風15号豪雨により崩壊した斜面
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討 論

議案に対する議員の賛否

条
例
の
制
定
《
主
な
も
の
》

〈
市
長
提
出
議
案
〉

●
袋
井
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
員
提
出
議
案
〉

●
袋
井
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
直
接
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
法
律
に
委
任
さ
れ
た
事
項

な
ど
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
《
主
な
も
の
》

●
袋
井
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
市
が
取
り
組
む
べ
き
行

政
課
題
が
増
え
続
け
る
中
、
よ
り
円
滑
で
積
極
的
な

市
政
運
営
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
副
市
長
の
定
数
を
１
人
か
ら
２
人
に
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
職
員
の
定
年
年
齢
を
段
階
的
に
65
歳
に
引

き
上
げ
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他
《
主
な
も
の
》

●
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
《
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
》

　

 

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団

　
《
指
定
の
期
間
》

　

 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

●
袋
井
市
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
《
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
》

　

 

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ

　
《
指
定
の
期
間
》

　 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

竹村眞弓 議員（無会派）
議第75号　袋井市副市長定数条例の一部改正について
　副市長を１人から２人とすることにより、強力なパワーを十二分に発揮し、より高みを目指すと
いう説明であったが、今まで以上に高度なレベルで、より成果を高めたいというならば、正規職員
を増やして、市職員が機能的に働けて市長をしっかりサポートできる体制強化こそが必要だと考え
る。以上のことから反対する。
議第84号　工事請負契約の締結について
　入札は総合評価落札方式が採用され、指定されている盛土材が工事費の約３分の２を占めており、
この共通部分が評価点に大きく影響する。競争性のない部分は評価点の影響を受けないよう、市が
盛土材を現場渡しで購入し現物支給することで、769万円の事業費削減となる可能性がある。以
上のことから反対する。

竹野　昇 議員（無会派）
議第66号　令和４年度袋井市一般会計補正予算（第７号）について
　この補正予算の中には、副市長を１人増やすための給与費が含まれている。副市長を１人から２
人とすることに反対であることから、論理的に整合性が取れないため反対する。
議第75号　袋井市副市長定数条例の一部改正について
　貴重な税金を副市長増員に使うよりも、直接市民に喜んでいただける分野に使った方が意義のあ
る税金の使い方だと思う。人材への投資は副市長ではなく、市職員にすべきと考える。既存の人材
を有効に活用し、市長自らのリーダーシップで現在の幹部職員を起用し市政刷新を図ってもらいた
い。以上のことから反対する。

　議　　案
議
決
結
果

議
決
日

太
田
裕
介

鈴
木
賢
和

黒
岩
靖
子

安
間
　
亨

村
松
和
幸

木
下
　
正

村
井
勝
彦

佐
野
武
次

鈴
木
弘
睦

戸
塚
哲
夫

竹
野
　
昇

竹
村
眞
弓

立
石
泰
広

近
藤
正
美

大
場
正
昭

寺
田
　
守

山
田
貴
子

髙
木
清
隆

大
庭
通
嘉

議第66号 令和４年度袋井市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決 R4.12.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第75号 袋井市副市長定数条例の一部改正について 原案可決 R4.12.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第84号 工事請負契約の締結について 原案可決 R4.12.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥
〈議長（戸塚哲夫）は、採決に参加しません。〉
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市
政
に
対
す
る 

▼
▼
▼ 

代
表
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
代
表
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

治
水
問
題

問
台
風
15
号
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
松
橋
川
、

蟹
田
川
、
秋
田
川
、
敷
地
川
、
沖
之
川
、
宇
刈
川

な
ど
の
河
川
改
修
事
業
の
前
倒
し
が
必
要
で
は
。

答
松
橋
川
の
河
川
改
修
な
ど
の
「
か
わ
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
」
に
お
い
て
は
、
財
源
の
確
保
に
努
め
、

可
能
な
限
り
事
業
を
前
倒
し
し
た
い
。

問
柳
原
ポ
ン
プ
場
の
整
備
方
針
で
は
、
工
事
着

手
は
令
和
６
年
。
昨
今
の
気
象
状
況
を
見
る
に
つ

け
、
一
日
も
早
い
事
業
の

前
倒
し
が
必
要
で
は
。

答
一
日
も
早
く
ポ
ン
プ

場
の
供
用
開
始
が
で
き
る

よ
う
、
高
南
治
水
対
策
特

別
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
、

可
能
な
限
り
事
業
を
前
倒

し
し
た
い
。

問
市
南
部
地
区
で
は
、
三
沢
川
を
含
む
弁
財
天

川
水
系
の
注
視
が
重
要
。
県
の
事
業
だ
か
、
中
新

田
昭
和
水
門
の
早
期
の
耐
震
化
工
事
が
必
要
で
は
。

答
台
風
の
大
型
化
で
高
潮
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、
県
に
対

し
引
き
続
き
耐
震
化
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
の
開
局

問
県
内
に
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送

局
が
、
12
局
開
局
し
て
い
る
が
、
本
市
の
Ｆ
Ｍ
放

送
局
の
開
局
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
本
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
開
局
す
る
こ
と

や
、
民
間
事
業
者
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
現
在
、
市
内
の
民
間
団
体
に
よ
り
、

開
局
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
設
民

営
の
独
立
採
算
に
よ
る
事
業
を
期
待
し
た
い
。

問
本
市
は
、
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
開
設
で

き
る
よ
う
機
材
を
購
入
し
て
い
る
が
、
有
事
に
機

能
す
る
か
心
配
。
実
地
訓
練
が
十
分
に
さ
れ
て
お

ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
検
討
段
階
。
こ
う
し
た
問

題
に
対
す
る
対
策
は
。

答
次
回
以
降
の
防
災
訓
練
時
に
、
臨
時
災
害
放

送
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、ど
の
時
期
に
、

ど
の
情
報
を
放
送
す
る
か
事
前
に
検
討
し
、
訓
練

の
中
で
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

自
治
会
に
よ
る
要
望
制
度
、
補
助
制
度

問
令
和
３
年
度
は
、
自
治
会
要
望
約
２
千
件
の

う
ち
約
30
％
が
次
年
度
実
施
検
討
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
、
生
活
道
路
や
側
溝
、
排
水
路
の
整

備
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
要
望
。
維
持
管
理
、

道
路
河
川
関
連
の
予
算
の
増
額
が
必
要
で
は
。

答
自
治
会
要
望
に
対
す
る
予
算
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

課
に
お
い
て
、
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
優
先
順
位

や
緊
急
度
な
ど
を
確
認
し
て
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

•
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

•
可
燃
ご
み
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
予
算
編
成
方
針
を
受
け
て

問
国
・
県
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要
で
は
。

答
社
会
情
勢
の
変
化
や
こ
れ
に
伴
う
多
様
な
行

政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、
円
滑
な
市
政
運
営
を

図
る
た
め
に
は
、
国
や
県
の
支
援
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
市
政
で
培
わ
れ
た
、
国
や

県
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
職
員
間
の
人
事
交
流

を
積
極
的
に
行
い
、
情
報
収
集
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が

ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
要
望
活
動
と
な
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
の
人
脈
づ
く
り
に
鋭
意
努
め
て
い
く
。

地
域
交
流
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

問
地
域
の
知
恵
比
べ
の
時
代
に
向
け
、
行
政
が

果
た
す
役
割
は
。

答
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
内

外
の
多
様
な
主
体
と
の
関
わ
り
を
増
や
す
「
関
係

人
口
の
創
出
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
現
在
、
推
進
し
て
い
る
「
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
こ

の
ま
ち
の
豊
か
さ
や
暮
ら
し
良
さ
を
主
体
的
に
創

り
出
そ
う
と
す
る
市
民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
新

た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
る「
ふ
く
ろ
い
な
ら
で
は
」

の
「
官
民
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
築
い
て

い
く
。

健
や
か
に
育
つ
教
育
環
境
の
整
備
に

向
け
て

問
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。

答
学
校
外
で
部
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
受

け
皿
や
実
際
に
指
導
す
る
指
導
者
の
確
保
が
、
何

よ
り
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
加

え
て
、
受
益
者
と
し
て
係
る
費
用
の
応
分
の
負
担

に
つ
い
て
、
保
護
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設
な
ど
の
利
用
や
運

営
に
係
る
行
政
の
支
援
の
ほ
か
、
経
済
的
に
困
窮

す
る
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
の
確
保
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

•
健
康
長
寿
に
向
け
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

•
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

•
地
域
を
支
え
る
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て

•
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
向
け
て

•
市
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
向
け
て

市民クラブ
立
たて

石
いし

泰
やす

広
ひろ

議員

自民公明クラブ
髙
たか

木
ぎ

清
きよ

隆
たか

議員

柳原排水機場

海プロフェスタ
“ワクワク”創出イベント
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一般質問とは

令
和
５
年
度
予
算
編
成
方
針

問
特
筆
す
べ
き
予
算
編
成
上
の
留
意
点
は
何
か
。

答
編
成
方
針
に
重
点
項
目
の
内
容
を
定
め
る
こ

と
で
、
政
策
評
価
の
結
果
を
次
の
予
算
に
反
映
で

き
る
仕
組
み
に
見
直
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
社

会
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
適
応
し
て
い
く
た

め
に
変
革
を
促
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算

要
求
の
特
別
枠
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
ス
マ
イ

ル
実
践
枠
」
を
設
け
る
な
ど
、
職
員
に
「
絶
え
ず

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
」
を
求
め
、
こ
れ
が
ま
ち
全

体
に
広
が
り
定
着
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

問
本
市
の
向
こ
う
10
年
間
の
財
政
見
通
し
は
。

答
現
在
の
財
政
見
通
し
で
は
、
扶
助
費
は
緩
や

か
に
増
加
し
、
24
億
円
程
度
で
推
移
す
る
も
の
と

試
算
し
、
物
件
費
は
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
行
政
事
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
う
経
費
な
ど
、
計

画
期
間
中
の
特
殊
要
因
を
見
込
み
、
45
億
円
前
後

で
推
移
す
る
も
の
と
試

算
し
て
い
る
。
し
か
し
、

推
計
条
件
に
は
、
人
口
や

国
の
経
済
見
通
し
、
税
制

改
正
や
社
会
保
障
制
度

の
拡
充
、
自
然
災
害
に
伴

う
防
災
対
策
な
ど
、
現
時

点
で
予
測
が
難
し
い
事

柄
も
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
行
政
、
学
校
、

家
庭
の
連
携
は
ど
う
か
。

答
子
ど
も
に
最
も
接
す
る
機
会
が
多
い
学
校
で
、

家
族
の
ケ
ア
に
過
度
な
負
担
が
あ
る
児
童
生
徒
が

発
見
さ
れ
た
場
合
、
学
校
と
家
庭
児
童
相
談
室
、

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
窓
口
な
ど
が
連

携
し
な
が
ら
課
題
を
共
有
し
、
負
担
軽
減
に
向
け

た
介
護
や
、
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、関
係
部
署
が
一
体
と
な
っ

て
家
族
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。　

通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
活
用

問
「
フ
ッ
ピ
ー
V
o
i
c
e
」
の
効
果
と
課
題
は

何
か
。

答
道
路
の
陥
没
や
公
園
な
ど
の
遊
具
の
故
障
、

不
法
投
棄
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
を
市
へ
通
報
す

る
「
フ
ッ
ピ
ー
V
o
i
c
e
」
は
、
現
在
、
利
用

開
始
か
ら
約
５
年
が
経
過
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
例
年
１
０
０
件
程
度
の
通
報
を

い
た
だ
き
、
事
故
の
防
止
や
住
環
境
の
改
善
な
ど

迅
速
な
対
応
に
つ
な
げ
て
い
る
。
一
方
、
全
般
的

に
普
及
啓
発
が
課
題
と
さ
れ
、
さ
ら
な
る
周
知
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

•
本
市
の
教
育
に
つ
い
て

•
健
康
寿
命
日
本
一
と
共
生
の
ま
ち
の
実
現
に
向

け
て

•
多
文
化
共
生
の
施
策
に
つ
い
て

•
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

緑 風 会
近
こん

藤
どう

正
まさ

美
み

議員

　翌年度の市政の運営に向けて会派の政
策提言・提案という趣旨で会派を代表す
る議員が行うものです。本市議会では
11月市議会定例会で、一般質問に先立
ち行います。質問時間は、会派の人数に
よって異なります。

１会派あたり20分＋(会派の人数×５分)
※上限は60分です。

●市民クラブ
　20分＋(２人×５分)＝30分

●自民公明クラブ
　20分＋(10人×５分)＝60分(上限)

●緑風会
　20分＋(５人×５分)＝45分

　個々の議員が市政全般にわたり市長・
教育長に対して行う質問で、各定例会で
行います。質問時間は１人30分以内と
なっています。

 質問内容 

代表質問・一般質問の日程と
内容を紹介します。　

 質問方式 

①一括質問一括答弁
議員が全ての質問をまとめて行い、
市長などもまとめて答弁を行います。
なお、再質問・再々質問まで行うこと
ができます。
②一問一答

議員の質問と市長などの答弁を一問ず
つ交互に行います。

フッピーVoiceでの通報

代表質問とは
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市
政
に
対
す
る 

▼
▼
▼ 

一
般
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

問
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
メ

ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ガ

シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
か
。

答
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
経
験
を
活
か
し
、
市
民
が
気

軽
に
競
技
に
触
れ
る
機
会
、
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
機
会
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
努
め
て
い
く
。

問
令
和
５
年
度
は
２
０
０
３
年

に
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会

か
ら
20
年
目
の
節
目
の
年
と
な

る
が
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
民
の
「
お
も
て
な
し
」

の
思
い
を
、
今
の
時
代
に
あ
っ

た
新
し
い
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
啓
発
事
業
を
行
い
、
ま

ち
の
発
展
に
向
け
て
魅
力
的
な

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

下
水
道
汚
泥
の
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み

問
下
水
道
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
組
織

で
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

答
国
が
下
水
道
汚
泥
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
向
け
て
動
き
出
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
や
周
辺

市
町
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

国
の
検
討
会
の
内
容
や
先
進
事

例
を
参
考
に
５ごみ
さ
ん
ま
る

３
３
０
運
動
の

推
進
の
た
め
、
調
査
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

水
害
が
多
発
す
る
地
区
、

車
の
避
難
先
確
保

問
水
害
が
多
発
す
る
地
区
で

は
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
車
の

避
難
場
所
を
確
保
し
て
は
ど
う

か
。答

地
域
の
皆
さ
ん
と
車
両
の

浸
水
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
車
両
の
避
難
場
所
の
さ
ら

な
る
確
保
に
努
め
る
。

災
害
見
舞
金
増
額
の
た

め
基
金
の
積
み
立
て
を

問
市
の
災
害
見
舞
金
は
床
上

浸
水
被
害
に
１
万
円
。
被
害
は

畳
、
電
化
製
品
、
家
具
、
ボ
イ

ラ
ー
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
な
ど

多
種
類
に
及
ん
だ
。
災
害
見
舞

金
増
額
に
対
応
で
き
る
基
金
の

積
み
立
て
を
来
年
度
予
算
に
盛

り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

答
見
舞
金
の
増
額
や
、
新
築

修
理
に
対
す
る
補
助
を
目
的
と

し
た
基
金
の
積
み
立
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。

職
員
養
成
の
た
め
の

人
事
に
関
す
る
提
案

問
同
じ
部
署
で
長
く
仕
事
を

継
続
し
た
い
と
の
熱
い
想
い
を

持
っ
た
職
員
に
、
機
械
的
な
異

動
サ
イ
ク
ル
で
対
応
す
る
こ
と

な
く
、
７
年
か
ら
10
年
ぐ
ら
い

同
じ
部
署
で
働
い
て
も
ら
い
た

い
が
ど
う
か
。

答
時
々
の
課
題
や
職
員
の
希

望
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
長
期
間
の

配
置
も
含
め
た
人
事
に
努
め
た

い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

コ
ロ
ナ
同
時
流
行
対
策
は

問
発
熱
外
来
逼
迫
へ
の
取
り

組
み
、
臨
時
発
熱
外
来
の
開
設

や
増
設
は
考
え
て
い
る
か
。

答
同
時
流
行
に
対
す
る
対
策

や
発
熱
等
診
療
医
療
機
関
の
情

報
提
供
、
適
切
な
対
応
を
周
知

し
て
い
く
。
対
象
年
齢
を
拡
大

し
て
自
己
検
査
用
抗
原
キ
ッ
ト

の
配
布
、
年
末
年
始
の
休
日
急

患
診
療
室
の
体
制
強
化
を
図

る
。
市
内
医
療
機
関
に
お
い
て

も
、
日
曜
・
祭
日
の
開
設
に
向

け
協
力
調
整
を
し
て
い
る
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
推
進
や
ワ
ク
チ
ン
助

成
の
充
実
は
考
え
て
い
る
か
。

答
幅
広
い
世
代
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
市
独
自
の
費
用
助
成
は

考
え
て
い
な
い
が
、
県
の
助
成

制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
多
く

の
方
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
情
報
発
信
に
努
め
、
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
の
少
子
化
対
策
は

問
給
食
費
無
償
化
や
、
子
ど
も

医
療
費
無
償
化
は
考
え
て
い
る
か
。

答
現
時
点
で
は
給
食
費
の
無

償
化
は
考
え
て
い
な
い
。
子
ど

も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、通
院・

入
院
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成

し
て
お
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
や

非
課
税
世
帯
は
無
料
に
な
る
よ

う
助
成
し
て
い
る
。
県
や
そ
の

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
支
援
が
必
要
と
な
る
対

象
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

村む
ら

井い

勝か
つ

彦ひ
こ議

員

竹た
け

野の　

昇の
ぼ
る議

員

竹た
け

村む
ら

眞ま

弓ゆ
み議

員

2003年開催　ＮＥＷ！！わかふじ国体

高南地区の災害廃棄物になった家庭の家具など

学校給食の献立（一例）
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新
屋
橋
の
落
橋
の
対
処
は

問
台
風
15
号
の
大
雨
に
よ
り

袋
井
市
各
所
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
太
田
川
に
架
か

る
新
屋
橋
も
流
さ
れ
、
自
転
車

通
学
や
お
年
寄
り
の
病
院
や
買

い
物
、
農
作
業
の
往
来
に
不
便

を
き
た
し
て
い
る
。
落
橋
し
た

新
屋
橋
の
撤
去
や
架
橋
の
計
画

は
。答

新
屋
橋
は
磐
田
市
が
管
理

及
び
日
常
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

橋
梁
架
設
に
は
莫
大
な
費
用
が

掛
か
り
、
必
要
性
や
費
用
対
効

果
な
ど
の
検
証
が
必
要
。
磐
田

市
と
と
も
に
地
域
と
の
協
議
を

行
う
中
で
検
討
を
進
め
る
。

問
架
橋
に
は
費
用
が
掛
か

る
。
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
補

助
金
な
ど
や
ふ
る
さ
と
納
税
を

含
め
た
寄
付
金
な
ど
を
活
用
し

て
は
。

答
有
名
な
橋
の
補
修
や
架
設

に
対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

事
例
は
あ
る
が
、
一
般
的
な
橋
の

場
合
は
期
待
で
き
な
い
。

水
道
水
の
異
臭
発
生
の

経
緯
と
市
の
対
応
は

問
台
風
15
号
の
豪
雨
直
後
に

発
生
し
た
水
道
水
の
異
臭
の
原

因
は
藻
の
発
生
と
聞
く
が
、
市

の
対
応
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答
異
臭
の
原
因
は
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
発
生
す
る
異

臭
物
質
が
原
因
で
健
康
へ
の
影

響
は
な
い
。
天
竜
川
か
ら
の
取

水
量
を
減
少
し
、
薬
剤
に
よ
る

異
臭
物
質
の
除
去
に
よ
り
臭
気

数
値
も
下
が
っ
た
。

生
理
用
品
支
援

問
小
中
学
校
へ
の
生
理
用
品

の
設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
で
き
な
い
か
。

答
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
・
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
養
護
教
員
か

ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧

困
」
で
の
訴
え
は
、
ほ
と
ん
ど

な
い
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
現

段
階
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
必
要

性
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。問

森
町
で
は
生
理
用
品
を
中

学
校
に
２
学
期
か
ら
設
置
し
て

い
る
。
安
心
し
た
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
は
。

答
衛
生
的
な
管
理
上
の
課
題

に
加
え
、
他
の
自
治
体
で
は
、

目
的
以
外
の
使
用
が
過
大
と
な

る
課
題
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
引
き
続
き
養
護
教
員

を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
観
察
し
な
が
ら
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

白
雲
荘
の
今
後

問
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と

な
る
の
か
。

答
高
齢
者
活
動
の
拠
点
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
あ
る
。
庁
内
検
討
会

を
行
う
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

袋
井
市
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
高
齢
者
の

活
動
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
白
雲
荘

を
含
め
た
高
齢
者
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
を

進
め
、
令
和
５
年
度
に
は
方
向
性
を

取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

非
常
時
の
水
道
の
対
応
体

制
は
大
丈
夫
か

問
遠
州
広
域
水
道
か
ら
の
受

水
量
が
80
％
を
占
め
て
い
る
が
、

受
水
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
ど

う
給
水
量
を
確
保
す
る
か
。

答
有
事
の
際
に
は
、
市
内
10

カ
所
の
自
己
水
源
を
使
用
し
て

供
給
す
る
。
給
水
車
な
ど
も
配

備
し
て
い
る
が
、
管
路
が
破
断

し
た
場
合
に
は
不
足
す
る
こ
と

か
ら
、
７
日
間
の
備
蓄
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問
現
場
を
熟
知
す
る
技
術
職

員
の
増
員
な
ど
、
非
常
時
な
ど

に
備
え
職
員
体
制
を
充
実
す
べ

き
で
は
。

答
災
害
時
な
ど
に
対
処
で
き

る
体
制
の
強
化
に
向
け
、
平
常

時
か
ら
職
員
間
の
協
力
体
制
を

構
築
す
る
。
ま
た
、
技
術
職
員

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

専
門
業
者
と
の
業
務
委
託
の
充

実
な
ど
を
図
る
。

道
路
愛
護
活
動
制
度
の

拡
充
を

問
自
治
会
や
企
業
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
道
路
愛
護

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
担
い
手
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
制
度

の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
制
度
の
課
題
な
ど
を
検
証

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
伺
う
中
で
、
よ
り
よ
い

制
度
と
な
る
よ
う
、
必
要
に
応

じ
見
直
し
て
い
く
。

黒く
ろ

岩い
わ

靖や
す

子こ
議
員

山や
ま

田だ

貴た
か

子こ
議
員

佐さ

野の

武た
け

次じ
議
員

台風 15 号豪雨により落橋した「新屋橋」

老人福祉センター「白雲荘」

積載量 3 トンの給水車
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常任委員会レポート

建 設 経 済 委 員 会

総 務 委 員 会

民 生 文 教 委 員 会

令和４年度袋井市一般会計補正予算（第６号）
～農林施設災害復旧費～

令和４年度袋井市一般会計補正予算（第６号）
～歳入～

令和４年度袋井市一般会計補正予算（第６号）
～文教施設災害復旧費～

令和４年度袋井市下水道事業会計補正予算
（第１号）

令和４年度袋井市一般会計補正予算（第７号）
～交通防犯対策費～

令和４年度袋井市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

台風15号による大谷地区、見取地区の復旧工事
のスケジュールはどうか。また、果樹園と茶園の

農地としての再生は、従来と同じ作物を栽培するのか。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金について、10月の総務委員会では、市

の単独費での支援も検討すべきではないか。という
ような意見があったが、予算編成の段階において、ど
のように対応されたのか。

台風15号により、愛野公園や原野谷川親水公園以外
に、広岡河川公園にも河川の増水による流木や汚泥の

流入があった。広岡河川公園ソフトボール場の災害復旧は今
回の補正予算に計上されていないが、いつ災害復旧を行うのか。
また、今回、補正予算を計上しない場合、春からの利用に影響
が出るが、利用者団体に説明をして了承を得ているのか。

電気料金の高騰による光熱水費の増額が補正
の要因のひとつとのこと。電気料金の高騰は、

すぐには改善されないと思うがどう考えているのか。

今回の地域公共交通車両維持支援事業費補
助対象事業者に関して、自動車運転代行業者

は含まれていないということであったが、対象外と
なった経緯と理由は何か。

マイナンバーカードの健康保険証などへの導
入がなされているが、なかなか利用が進まな

い状況にある。今後、活用に向けてどのように対応し
ていくか。

12月中旬に国の災害査定が行われ、現時点
では、１月中に設計、早ければ２月中に入

札を終え、直ちに工事に入る予定である。農地の再
生については、果樹園だった場所は引き続き果樹園
を、茶園だった場所は果樹園にすることも含めて考
えたいとの意向を生産者から伺っている。

コロナ対策に係る生活者支援や事業者支援
の実施に当たっては、国費の有無に関わら

ず市の単独費の投入を含め、必要な支援をしていく
ことの基本的な考え方に変更はない。現在、来年度
の当初予算編成のほか、２月補正予算での対応を含
め、必要な追加措置を検討している。

国、県の災害復旧補助金を申請しており、速
やかに原状復旧ができるように協議している。

可能な限り早い段階で、少なくとも来年度実施とい
うことで 国の基準に従って実施していく。また、利
用者団体にはすぐに説明し、試合や練習での利用も
隣接する施設を活用いただくよう話をしている。

電力会社を比較検討することで、電気料金を
下げられないか検討してきた。しかし、電力の

自由化で新たに参入した電力会社などが事業撤退を
迫られているとの報道も見られることなどから、今後
は、長期的な契約によって単価を下げる方法など、大
手電力会社からできる限り安価に受電する方法を検
討していきたい。

自動車運転代行業者を対象外とした理由に
ついては、県の補助事例などもあり、市民

の日常生活の移動手段として重要な公共交通の運行
を維持するため、国の臨時交付金の活用事例などを
参考にしながら、市内の公共交通事業者という位置
づけの中で、バスとタクシーとした。

国は、令和６年の秋に健康保険証廃止を目指
し、マイナンバーカードへ一体化する方針を表

明しているが、市内の医療機関・薬局では、８月時点
で99カ所のうち、45カ所で読み取り用カードリーダー
を導入している。また、市から各種通知を送付する際
にも、マイナンバーカードの健康保険証利用促進のＰ
Ｒを行っている。今後も、市民にわかりやすく周知し
ていきたい。

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　令和４年度一般・特別・企業会計補正予算を
はじめ、条例の制定・一部改正などの議案を、
各常任委員会で審査しました。ここでは、その
一部を紹介します。

常任委員会レポート
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開かれた議会、市民により身近な議会  ～意見交換会を実施～

【テーマ】持続可能な農業の在り方について
【出席者】若手を中心とした農業者10名
【内　容】農業の現状から見える課題についての意見交換会を実施した。
【場　所】議会第１委員会室
◆出席者からの意見（主なもの）
・メロンは、ブランド力は高いものの、認知度を高める必要がある。海外輸出に力を入れることも重要。
・お茶は、バラエティに富んだお茶の特徴を上手くＰＲ

していくことが必要。茶商だけでなく、エンドユー
ザーや海外需要を見据えた経営戦略も必要である。

・米は、後継者が少なく、地域・行政も一体となって集
積・集約を考えていくことが重要。土壌に適した高収
益の転作作物についての研究も必要である。

・施設野菜などは、現場の需要にマッチするスマート農
業の技術開発などの支援が必要。新規就農者に対して
は、継続的に経営できるよう販路確保などに対する助
言も必要である。

　袋井特別支援学校高等部、袋井高校で開催し、いずれも「袋井市・わがまちを住みよいまちにするために、
現在、今後何が必要か」をテーマにグループワークを行いました。
　生徒などが考える“住みよいまち”そのために“今後何が必要か”について発表いただき、その内容をも
とに活発な意見交換がなされ、最後に各グループにおける話し合いの内容が発表されました。
◆高校生からの意見（主なもの）
・活気づいたまちにするために、ＳＮＳを活用してまちの情報を積極的にＰＲする。
・ごみが落ちていないまちにするために、ごみの捨て方の周知や学校、地域で美化運動をする。
・安全に暮らせるまちにするために、交通ルールの周知や信号機、横断歩道、外灯を増やす。

　なお、袋井商業高校からは、後日、テーマに関する意見をいただき、袋井市議会としてまとめ回答してい
きます。

　若者たちの思いや柔軟な発想を今後の施策に反映できるよう、今回の意見なども参考に議会活動に努
めてまいります。

建設経済委員会と若手を中心とした農業者との意見交換会
（令和４年10月27日）

地元高校生との意見交換会（令和４年12月21日）

グループワークの様子
（袋井特別支援学校高等部）

グループワークの様子
（袋井高校）
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　令和4年10月30日に、袋井市教育会館４階大会議室において、市民を対象とした議会報告会を開催しました。
　今回は、「市内コミュニティセンターとまちづくり協議会の活動に関して」「市内子育て環境の充実につ
いて」「市内産業の活性化に関して」の３つのテーマについて、３グループに分かれ、市民と議員による意見
交換を行いました。
　なお、各グループから出た主な意見は次のとおりです。

◎総務委員会（グループ１〜３）　 参加人数   議員：７人　市民：17人
　テーマ：市内コミュニティセンターとまちづくり協議会の活動に関して

【市民よりいただいた意見（一部抜粋）】
（コミュニティセンター）
　◦既存の事業と新規の事業を行うバランスが難しい。
　◦地域住民への情報発信をより強化する必要がある。
（まちづくり協議会）
　◦担い手の不足、人材の掘り起こしに課題を感じる。
　◦自治会連合会組織との兼務のため、役職者は多忙である。

◎民生文教委員会（グループ４〜６）　 参加人数   議員：７人　市民：14人

　テーマ：市内子育て環境の充実について

【市民よりいただいた意見（一部抜粋）】
（子育て全体）
　◦子育てに関して、どこに相談していいのかわからない。
　　また、気軽に相談できる仕組みやサポートが少ない。
　 （支援センターの対応、オンライン相談、週末相談等）
　◦学童保育の充実が求められる。民間参入の在り方も含めて、
　　今後議論をすべきである。
（療育支援）
　◦学校の教職員の療育に関する知識や経験が不足して
　　いると感じる。
　◦インクルーシブ教育への取り組みが少ないと感じる。

◎建設経済委員会（グループ７〜９）　 参加人数   議員：６人　市民：15人

　テーマ：市内産業の活性化に関して

【市民よりいただいた意見（一部抜粋）】
（農業）
　◦耕作放棄地が増えている。背景には、新規就農者の不足や、
　　既存の作物に頼りすぎている面がある。
　◦他の農産品やブランドとの差別化や情報発信が足らず、
　　稼げる農業モデルになっていない。
（他の産業）
　◦全体的な袋井市の知名度やイメージアップのための戦略が
　　足らないのではないか。
　◦ごみ減量などの環境へ配慮した産業の育成が必要である。

｢フッピートーク2022 ～袋井市議会議員とまちづくりを語ろう～｣
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　市議会では、令和4年7月から各常任委員会が行ってきた所管事務調査の政策提言書を議長に提出しま
した。
　各常任委員会で行った調査の内容は次のとおりです。
 
■総務委員会
「コミュニティセンター化の

その後と今後の在り方について」
　平成30（2018）年に公民館から移行したコミュニティセン
ターにおける現状の課題や問題点などの把握、整理を行い、地域
住民とともに共生・共創のまちづくりの推進に資することを目的
として所管事務調査を行った。

 
■民生文教委員会
「子育て支援施策の在り方について」
　幼稚園と保育園の利用ニーズの逆転、就学前教育の充実に向け
た幼保小接続期のカリキュラム見直し、浅羽支所の利活用などの
子育てに関する課題解決を目的として所管事務調査を行った。

■建設経済委員会
「持続可能な農業の在り方について」
　農業においてもICT化が進むなど大きな転換期を迎える中、今
後の本市農業を持続可能なものとするために資することを目的と
して所管事務調査を行った。

　市議会では上記の目的に基づき、各常任委員会
や、市民等との意見交換などで協議を重ね取りま
とめた提言書を大場市長に提出しました。
　議長は上記のとおり各常任委員会から提出され
た政策提言書について、その実現を求めて大場市
長に提出しました。

《各常任委員長から議長に提出（12月８日）》

《市議会から大場市長に提出（12月12日）》

常任委員会所管事務調査に係る提言書を提出しました。

《総務委員長から議長に提出》

《民生文教委員長から議長に提出》

《建設経済委員長から議長に提出》

提言書の内容は、以下ＱRコードから
ダウンロードきます。
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TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和５年２月１日〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1

植物油インキを
使用しています

ウィズコロナの時代へ 臨時会・定例会の
お知らせ

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
〈２月市議会臨時会〉
２月 6日（月）市長提出議案の審査
〈２月市議会定例会〉
２月20日（月）開会、議案の説明
　　28日（火）市政に対する一般質問
３月 1日（水）市政に対する一般質問
３月 2日（木）市政に対する一般質問
　　 6日（月）議案の審査（常任委員会）
　　 7日（火）議案の審査（常任委員会）
　　 8日（水）議案の審査（常任委員会）
　　20日（月）委員長報告～採決、閉会
　　　　　　　　　　　　　　※変更となる場合もあります

No.86

２月市議会

消毒、手洗いの徹底を！

令和４年秋の叙勲を受賞
　元市議村松尚氏（堀
越）が秋の叙勲旭日双
光章（地方自治功労）
を受賞しました。
　同氏は平成17年４月
から令和３年４月まで
の４期（16年間）、袋
井市議会議員として在
職され、この間、副議
長、建設経済委員長、ごみ減量化特別委員長など
を歴任されました。

新たな副議長を選出

特別委員会報告　～行政視察研修～
　令和４年10月20日、広報広聴委員会の組織などの協議・検討
を目的として行政視察研修を行いました。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
【視察先】
　滋賀県甲賀市議会

【研修内容】
（１）広報広聴事業（活動）について
（２）広報広聴委員会（分科会）の組織及び活動状況について
（３）議会だよりの編集、発行について

【結　果】
　今回の研修を受け、袋井市における広報広聴委員会の立ち位置の再確認のほか、今後の広報、広聴機能に
ついて具体的な検討を行っていく。

ⓒ袋井市

　新型コロナウイルスが猛威を振るいだしたころ
とは違い、現在ではウィズコロナということで、お
祭りやイベントなども少しづつ開催されるように
なったことを嬉しく思います。しかしながら、完全
に終息したわけではありませんので、感染にお気
をつけて毎日をお過ごしください。

(広報委員：村松和幸 )

　前副議長伊藤謙一氏
の議員辞職に伴い、令
和４年11月21日の議
会開会日に行われた副
議長選挙の結果、鈴木
弘睦(すずきひろちか)
議員が後任として副議
長に就任しました。


